◆　システム統合に係る費用について
１　バーコード等の貼替作業
（1） 作業内容（蔵書を一元的に管理するために必要な作業）
	項　目
	役　　　　　割
	現状と課題
	作業の必要性等

	バーコード
	図書館情報システム上、バーコードリーダに読み取らせ、書誌や資料の情報にアクセスするために必要なもの
	バーコード規格は共通だが、県立図書館と潮江分館の番号が重複
	ＩＣタグ付きのバーコードあり

	ラベル
	資料の内容を種類ごとに分類し、数字に置き換えたものなどで、探して手に取りやすくするためのもの
	請求記号と図書記号の記載内容が県立図書館と市民図書館で異なる。
	統一必要

	マーク
	機械可読目録（MARC、MAchine-Readable Cataloging）は、書誌情報や関連情報を機械が読める形式で表現し通信するための規格
	県立は日販ＭＡＲＣ、市民はＴＲＣ－ＭＡＲＣを活用。
日販は、市町村支援に有効、迅速性に欠ける。
ＴＲＣは、資料納入が迅速
	統一が必要
いずれのシステムに統一するかが課題

	ＩＣタグ
	ICタグリーダーから発射される電波によって微量な電力を生み出し、その電力で内蔵の個別番号などの情報処理を行い電波を送信する。リーダーはこの電波信号を読み取ってICタグの情報を得るシステム。
	現在は両図書館ともＩＣタグは使用していない。
	・蔵書点検（特別整理期間の短縮）
・貸出作業の迅速化
・セルフサービスの導入が可能に
（操作が簡単）


（2） 作業に要する経費　　　　　　　２６２，０００千円（Ａ）
（株）図書館流通センター（ＴＲＣ）の単価を参照
２　システム統合作業等に伴う人件費（県市の職員）　
　　 ７，８５３千円　×　１６．８人役　＝　１３１，９３１千円（Ｂ）
　　　臨時的経費（Ａ）＋（Ｂ）＝　３９３，９３１千円
３　電算システムの変更に要する経費　　　１００，０００千円
　　図書館のコンピュータシステムには、パッケージシステムが開発されており、そのシステムをカスタマイズ（ローカル情報の追加）して使用するのが一般的である。新しい図書館のシステムを構築する場合、新システムを開発する方法と県市いずれかのシステムに統一する方法等が考えられるが、いずれの方法を採用しても、これまでの県市の実績等から１００百万円の範囲内で実施が可能と考えている。
　　　　参　　考
　　　　　　・これまでの県市の実績　：県　H19 　46,603千円（富士通）、市　H21   36,540千円（日本電気）
　　　　　　　・山梨県　　　61,700千円（日本電気）　※プロポ提案額（Ｈ２２．７）
参　考　資　料
１　両施設の現状
	施設名
	蔵書数
	バーコード
	分類ラベル
	ＭＡＲＣ
	ＩＣタグ

	県立図書館
	約６００千冊
	11＊＊＊＊＊＊＊＊及び
12＊＊＊＊＊＊＊＊の10桁
	分類Ｎｏ
＋著者イニシャル(ローマ字)
	日版ＭＡＲＣを使用
	未導入

	高知市民図書館
	約１，０００千冊
	01＊＊＊＊＊＊＊＊～
34＊＊＊＊＊＊＊＊の10桁
	分類Ｎｏ
＋　著者イニシャル(カナ)

＋　本の号数
	ＴＲＣＭＡＲＣを使用
	未導入


２　試算表（（株）図書館流通センターの単価を参照）
	項　　目
	数　量　(冊)
	単　価　（円）
	金　　額
	備　　　　　　　考

	ＩＣタグ
	1,600,000
	110
	176,000,000
	　県市の資料全点にＩＣタグを導入する。

	分類ラベル貼替
	1,600,000
	 50
	  80,000,000
	　ルールを統一し、県市の資料全点のラベルの貼替

	ＭＡＲＣ統一
	  600,000
	 10
	   6,000,000
	　市のＭＡＲＣに統一

	合　　　計
	 262,000,000
	


· 最もコストの高い方式で試算
· バーコードはＩＣタグを導入すれば不要。バーコードの貼替単価は１点７０円。
資料　　４








